
　
健
康
増
進
の
た
め
、
70
歳
以
上
の

方
に
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
町
が
委
託
す
る
治
療
院
ま
た
は
医

療
機
関
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
治
療
院
な
ど
の
一
覧

は
、
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
時
に
同
封
し

ま
す
。

対

　象

　平
成
26
年
3
月
31
日
㈪
ま

で
に
70
歳
以
上
に
な
る
方

交
付
枚
数
　
年
間
一
人
3
枚

【
部
長
級
】

●
総
務
部
長
＝
勝
俣
浩
行
（
福
祉
部

長
）
◎
福
祉
部
長
＝
川
口
將
明
（
総

務
部
財
務
課
長
）
◎
環
境
整
備
部
長

＝
鳥
居
富
郎
（
議
会
事
務
局
長
）

【
課
長
級
】

◎
総
務
部
総
務
防
災
課
長
・
箱
根
町

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
＝
片
倉
　

建
（
総
務
部
総
務
課
副
課
長
・
箱
根

町
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）
●
総
務

部
総
務
防
災
課
防
災
対
策
室
長
＝
對

木
雄
一
（
総
務
部
総
務
課
防
災
専
任

課
長
）
●
総
務
部
財
務
課
長
＝
鈴
木

孝
明
（
会
計
課
長
）
◎
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
長
＝
吉
田
　
功
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
副
課
長
）
◎
福
祉

部
保
険
年
金
課
長
＝
髙
橋
　
徹
（
福

祉
部
保
険
年
金
課
副
課
長
）
◎
環
境

整
備
部
環
境
課
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長

＝
早
川
明
夫
（
環
境
整
備
部
環
境
課

副
課
長
）
◎
会
計
課
長
＝
井
出
君
子

（
総
務
部
総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長

事
務
取
扱
・
箱
根
町
選
挙
管
理
委
員

会
書
記
）
●
議
会
事
務
局
長
＝
中
村

和
弘
（
福
祉
部
保
険
年
金
課
長
）

【
3
月
31
日
付
定
年
退
職
者
】

●
瀬
戸
　
勝
（
環
境
整
備
部
長
）
●

譲
原
清
彦
（
総
務
部
長
）
●
岩
本
美

智
子
（
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長
）

●
鈴
木
良
祐
（
環
境
整
備
部
環
境
課

環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
）
●
信
濃
行
治

（
総
務
部
総
務
課
長
・
箱
根
町
選
挙

管
理
委
員
会
書
記
長
）
●
石
原
龍
雄

（
企
画
観
光
部
観
光
課
森
の
ふ
れ
あ

い
館
長
）
●
二
宮
昌
則
（
総
務
部
税

務
課
副
課
長
）
●
後
藤
光
行
（
議
会

事
務
局
副
事
務
局
長
）
●
神
戸
さ
な

え
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
箱
根

中
学
校
用
務
員
）
●
杉
山
　
隆
（
環

境
整
備
部
環
境
課
環
境
セ
ン
タ
ー
業

務
員
）

有
効
期
限
　
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪

自
己
負
担
額
（
1
枚
に
つ
き
）

〇
治
療
院
　
　
　
　
1
，
5
0
0
円

〇
医
療
機
関
　
各
医
療
機
関
に
よ
り

　
異
な
る

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
、
郵

便
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先
　
〒
2
5
0―

0
3

9
8
　
箱
根
町
湯
本
2
5
6
　
健
康

福
祉
課
／
☎
8
5―

7
7
9
0

は
り
・
き
ゅ
う

マ
ッ
サ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
券
を

交
付
し
ま
す

は
り
・
き
ゅ
う

マ
ッ
サ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
券
を

交
付
し
ま
す

町
職
員
人
事
異
動
（
4
月
1
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　◎
は
昇
格

　（

　）
は
前
職

町
職
員
人
事
異
動
（
4
月
1
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　◎
は
昇
格

　（

　）
は
前
職

　東日本大震災の発生から2年となった3月11
日、箱根の森小学校では「震災給食」として、
アルファ米（お湯や水を注ぐだけで食べられる
非常食）の梅がゆが出されました。
　あの日と同じように冬の寒さが残る日でした
が、暖房のない冷え切った体育館に全校児童が
集まり、避難所に似た環境の中でみんなでそろ
って給食を食べました。
　おかゆと牛乳だけの味気なく量も少ない給食
に、少し残念そうな表情を浮かべる児童もいま
した。
　しかし、食べるものがないかもしれない、あ
るとしても少ししかないかもしれないといった
避難生活の実情を考えてみてほしい、また、ほ
んの一口でも口にできるものがあることに感謝
の気持ちを持ってほしい、ということで組まれ
た献立だったそうです。
　そしてこの給食には、震災が多くの命や生活
を奪ったとても悲しい出来事だということを児
童たちに忘れないでほしいという、先生たちか
らの切なる願いも込められていました。

　さて、皆さんは今年の3月11日をどのように
過ごしましたか。
　2年前に抱いた不安や恐怖を、命の尊さ、人
とのつながりの大切さを思い出したでしょうか。
今も苦しんでいる人たちがいることに向き合っ
たでしょうか。
　忘れないことは簡単なようで難しいものです。
　しかし、あの日のことを忘れないでいれば、
次の震災に備えることもできます。
　用意した非常食の消費期限は大丈夫か、それ
を詰めたリュックは今も枕元などすぐ手にでき
るところに置いてあるか、避難場所や避難経路、
連絡方法に変更はないかなど、日頃の備えを定
期的に見直すことを、東日本大震災という出来
事を心に留めておく手段の一つにしませんか。

東日本大震災から2年
～　忘れないでいるために　～
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箱
根
山
は
降
水
量
が
多
く
、
芦
ノ

湖
や
早
川
な
ど
豊
か
な
水
資
源
に
恵

ま
れ
て
お
り
、
町
内
に
は
湧
水
や
滝

な
ど
も
多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
町
内
3

つ
の
滝
が
ジ
オ
サ
イ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
最
近
で
は
、
道
路
の
の
り
面
な
ど

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
覆
わ
れ
、

地
層
の
観
察
は
難
し
い
で
す
が
、
地

層
が
露
出
し
て
い
る
滝
は
、
ま
さ
に

地
層
の
観
察
に
は
絶
好
で
す
。

　
滝
が
な
ぜ
そ
こ
に
あ
る
の
か
？

　
こ
れ
は
、
そ
の
場
所
の
地
形
や
地

質
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
天
成
園
（
湯
本
）
の
庭
園
内
に
あ

る
「
玉
簾
の
瀧
」
は
、
高
さ
約
8
ｍ
、

幅
約
11
ｍ
の
滝
で
、
流
れ
落
ち
る
清

水
が
玉
す
だ
れ
の
よ
う
に
細
か
く
美

し
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
滝
の
水
は
2
つ
の
地
層
の
境
界
部

か
ら
流
れ
落
ち
、
不
透
水
層
（
透
水

性
の
よ
く
な
い
地
層
）
の
下
側
は
、

箱
根
火
山
の
土
台
を
成
す
基
盤
岩

（
須
雲
川
安
山
岩
類
）
で
、
約
数
百

万
年
前
の
地
層
で
す
。
上
側
は
ず
っ

と
時
代
が
新
し
く
、
約
12
万
年
前
の

前
期
中
央
火
口
丘
期
の
溶
岩
で
、
こ

こ
は
透
水
層
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
玉
簾
の
瀧
周
辺
は
明
治
20
年
代
半

ば
、
滝
の
前
遊
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、

須
雲
川
沿
い
に
滝
通
り
も
開
か
れ
、

温
泉
客
の
憩
い
の
場
と
し
て
人
気
を

呼
び
、
大
正
時
代
に
は
政
財
界
の
要

人
の
別
荘
が
軒
を
並
べ
ま
し
た
。

　
畑
宿
に
あ
る
「
飛
龍
の
滝
」
は
、

龍
が
空
高
く
飛
び
上
が
る
よ
う
な
形

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
鎌
倉
時
代
、
箱
根
権

現
信
仰
の
行
者
が
鎌
倉
街
道
を
進
む

途
中
で
、
こ
の
滝
に
打
た
れ
て
身
を

清
め
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
段
15
ｍ
、
下
段
25
ｍ
の
2
段
に

分
か
れ
て
水
が
流
れ
落
ち
ま
す
。
こ

の
滝
を
形
作
っ
て
い
る
の
は
、
安
山

岩
質
の
浅
間
山
溶
岩
で
、
玉
簾
の
瀧

上
側
の
溶
岩
と
同
時
期
の
も
の
で
す
。

　
滝
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
沿
い

に
は
、
溶
岩
が
冷
え
て
固
ま
る
と
き

に
で
き
た
ひ
び
割
れ
で
あ
る
柱
状
節

理
が
、
き
れ
い
な
状
態
で
残
っ
て
い

ま
す
。

　
小
涌
谷
に
あ
る
「
千
条
の
滝
」
は
、

蛇
骨
川
渓
谷
の
上
流
部
に
あ
り
、
幅

20
ｍ
、
高
さ
3
ｍ
の
滝
か
ら
滴
り
落

ち
る
水
が
千
本
の
糸
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
滝
を
構
成
す
る
地
層
を
見
て

み
る
と
、
角
の
取
れ
た
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
大
き
さ
の
礫
（
石
こ
ろ
）
が
密

集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去
の

大
き
な
土
石
流
の
堆
積
物
で
、
早
川

流
域
の
数
か
所
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
千
条
の
滝
は
、
あ
ま
り
人
に
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
治
時

代
に
な
り
三
河
屋
旅
館
（
小
涌
谷
）

の
創
業
者
・
榎
本
恭
三
氏
が
小
涌
谷

一
帯
を
温
泉
場
と
し
て
整
備
す
る
中
、

滝
ま
で
の
道
を
整
備
し
た
こ
と
で
、

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
一

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
滝
で
す
が
、

箱
根
山
に
あ
る
こ
れ
ら
の
滝
も
、
同

様
に
、
昔
か
ら
人
々
を
清
め
、
心
身

を
癒
し
て
き
ま
し
た
。

　
箱
根
が
火
山
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
存
在
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
滝
で
、

こ
の
春
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
。

照
会
先
　
企
画
課
☎
8
5―

9
5
6
0

　
箱
根
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
守
る

と
と
も
に
、
ハ
イ
カ
ー
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
町
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
（
登
山
道
）
を
補
修
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

内

　容
　
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
へ
の

階
段
設
置
や
資
材
運
搬
、
外
来
植
物

の
駆
除
、
美
化
清
掃
な
ど

活
動
期
間
　
通
年
（
定
期
活
動
日
は

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
、
そ
の
他

随
時
）

募
集
人
員
　
20
人
（
申
込
順
）

募
集
要
件
　
県
内
ま
た
は
近
隣
市
町

村
在
住
で
、
満
20
歳
以
上
の
方

参
加
費
　
交
通
費
、
食
事
代
な
ど
は

自
己
負
担

補

　償
　
活
動
中
の
事
故
に
よ
る
傷

害
な
ど
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
町
が

加
入
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
範

囲
内
で
補
償
（
必
要
に
応
じ
て
、
自

己
加
入
も
可
）

申
込
方
法
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
照
会
先
　
観
光
課
☎
8
5―

7
4
1
0
／
　w

eb_kankou@
to

w
n.hakone.kanagaw

a.jp

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
ろ
う
！

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
ろ
う
！

　ジ
オ
サ
イ
ト
の
紹
介

　
―

「
玉
簾
の
瀧｣｢

飛
龍
の
滝｣｢

千
条
の
滝」

―
　ジ
オ
サ
イ
ト
の
紹
介

　
―

「
玉
簾
の
瀧｣｢

飛
龍
の
滝｣｢

千
条
の
滝」

―
た
ま
だ
れ

た
き

根
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
補
修
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
を
し
ま
せ
ん
か

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
補
修
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
を
し
ま
せ
ん
か

日

　時
　
5
月
19
日
㈰(

小
雨
決
行)

・
集
合
　
　
　
8
時

・
ス
タ
ー
ト
　
9
時

コ
ー
ス
　

・
芦
ノ
湖
一
周
コ
ー
ス

・
箱
根
湿
生
花
園
コ
ー
ス

※

こ
の
2
コ
ー
ス
は
、
当
日
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。
（
先
着
2

0
0
人
、
参
加
費
1
，
5
0
0
円
）

※

芦
之
湯
・
石
仏
コ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
予
定
人
数
に
達
し
た
た
め
、
募

集
を
締
め
切
り
ま
し
た
。

参
加
費
　
1
，
0
0
0
円
（
中
学
生

以
下
は
無
料
）

申
込
方
法
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
払
込

取
扱
票
に
よ
り
、
4
月
19
日
㈮
ま
で

に
最
寄
り
の
郵
便
局
で
参
加
費
を
払

い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
町
立
公
共
施
設

な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
照
会
先
　
箱
根
路
森
林
浴
ウ
ォ

ー
ク
実
行
委
員
会☎

8
6―

3
3
0
0

時

㈰(

決

)

参

費

（

箱
根
路
森
林
浴
ウ
ォ
ー
ク
2
0
1
3

　
　
　
　
　
　
　参
加
申
込
受
け
付
け
中
!!

箱
根
路
森
林
浴
ウ
ォ
ー
ク
2
0
1
3

　
　
　
　
　
　
　参
加
申
込
受
け
付
け
中
!!

玉簾の滝玉簾の滝

ち

す
じ

れ
き
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